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インドネシア デジタルガバンメント戦略 4 月  

VE センター 

1. 背景 

・基本データ（ＪＥＴＲＯデータ） 

国土： 約 192 万平方キロメｰトル（日本の約 5 倍） 

人口： 約 2.67 億人（2019 年、インドネシア政府統計） 

政治体制： 大統領制、共和制 

一人当たりＧＤＰ： 4,174.9 ドル（2019 年）  

GDP（名目）： 約 772 億ドル（2019 年） 

・国連の世界幸福度ランキング 2019：84 位  

・国連の世界電子政府ランキング 2020： 

  E-Government Development Index：88 位（193） 

  E-Participation Index：57 位（193） 

・ウイルス死亡数： 

１１月３０日時点で累計感染者数５３８，８８３人、死者数１６，９４５人、 

快復者数４５０，５１８人（インドネシア政府発表）。 

累計感染者数・死者数は東南アジア最多。 

・ミルクテイ同盟： 

ミルクティーアライアンスインドネシアのビデオ 1:17 PM · Mar 13, 2021 

 

2. 戦略 1. デジタルガバンメント体制づくり（2020-2025） 2 次 

 

 
     図 1 デジタルガバンメント戦略構想 

 

ビジョン： Joko Widodo 大統領は、向こう 5 年間でデジタル化された市民第一主義の行政

サービス DILAN（デジタル・サービング）を 2025 年までに確立し、Gov.UK スタイルのウェブ

サイトを構築する（Pemerinahan Digital Melayani）と考えている。 

そのデジタルガバメント構想は、図 1 に示すように、e-Government（左側）と オンラインサ

ービス（右側）からなっている。 

現状： モノのインターネット（IoT）、ビッグデータ、自動化、ロボット、クラウドコンピューティ

ング、人工知能などの ICT の革命的な進展で、社会に第四次産業革命（デジタル・トラン

スフォーメーションＤＸ）を起こしている。 

国連の 2018 年の電子政府調査で、インドネシアを加盟 193 カ国中 107 位に、ASEAN 加

盟国中では、シンガポール(7)、マレーシア(48)、ブルネイ・ダルサラーム(59)、タイ(73)、フィ

リピン(75)、ベトナム(88)に次ぐ第 7 位である。 

http://www.ven.gr.jp/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/myanmar/data.html
https://sustainablejapan.jp/2020/03/25/world-happiness-report-2020/47655
https://www.digima-news.com/20190411_46917
https://publicadministration.un.org/egovkb/en-us/Data/Country-Information/id/117-Myanmar
https://forsea.co/statement-from-milk-tea-alliance-indonesia-myanmar-junta-terrorists-beyond-condemnation/
https://twitter.com/i/status/1370589925985251332
https://theinsiderstories.com/widodo-offers-dilan-for-the-governments-efficiency-system/
https://www.gov.uk/
https://govinsider.asia/inclusive-gov/indonesia-digital-government-bappenas-joko-widodo/
https://www.slideshare.net/ssuserdf3d4f/comparative-egovernment-in-indonesia-and-malaysia-utilization-of-government-online-services
https://www.slideshare.net/ssuserdf3d4f/comparative-egovernment-in-indonesia-and-malaysia-utilization-of-government-online-services
https://publicadministration.un.org/egovkb/Portals/egovkb/Documents/un/2018-Survey/E-Government%20Survey%202018_FINAL%20for%20web.pdf
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今回の調査では、インド、イラン、モルディブ、キルギスとともに、インドネシアが中位レベ

ルの国から上位レベルの国への移行期にあると指摘されている。 

ASEANの国際環境においても、ASW（ASEAN Single Window）を実施するための法的枠組

みに関する議定書（PLF）の批准により、ASEAN 加盟国間での ASW の実際の運用が可能

になった。2020 年、は ASW を通じて 800,000 を超える ATIGA e-FormD を交換した。 これ

は、国際貿易の事務処理と貿易取引のコストを削減し、その後、貨物の通関を促進する。

大統領は 2025 年にはＡＳＥＡＮのデジタル・ハブになるというビジョンを持っている。 

 

・オンライン・サービス： 図 1 左側 

市民第一主義 Pemerinahan Digital Melayani）の強化は図の左側のオンライン・サービス

の３項目から始まる。 

1）一つの国家サイト（ＮＰＳＷ 国家単一窓口）の強化、 英国の Gov.UK スタイルの市民

第一主義の政府単一サイト政府（Pemerinahan Digital Melayani）の構築 

2）Ｅ-Ｐｒｏｃｕｒｅｍｅｎｔ（LPSE 電子調達）、州，地区，市の各レベルでの調達支援グループ

形成 

3）国民・企業からの苦情受付サイト（ＬＡＰＯＲ）構築 

 

・e-Government の枠組み： 図１右側 

e-Government はテレコム・ネットとインターネット利用で行う。 

テレコムでは教育と健康・分野システム、インターネットでは福祉と税・分野システムを実

施する。 

これらのシステムは 

1） アクセス： 国民がアクセスできる公共サービス 

公共サービスポータルにアクセスするために公衆が使用できるテレコムネットワーク、

インターネットネットワーク、およびその他の通信媒体 

2） 公共サービスポータル： 複数の関連機関における情報や電子文書の処理・管理を統

合した特定の公共サービスプロバイダーのインターネット。： 

3） 情報管理・処理組織： 情報や電子文書の取引を管理、提供、処理するバックオフィス

組織。 

4） インフラ・基本アプリ： すべての優れたインフラは、情報の管理、処理、取引、配布を

サポートするハードウェアとソフトウェアが必要 

そしてそれを 4 本柱＝変更管理、市民要望、政策、規則でサポートする。 

以上の枠組みで以下の 5 つの戦略目的を実行する。 

 

戦略目的（1） 政府機関による既存の e サービスの取り組みをレビューする 

戦略目的（2） サービスのビジネスプロセスを標準化する 

戦略目的（3） データと情報の統合する この統合は、データ標準、メタダ、データの相互

運用性、参照コードに関するワンデータ原則を参照する必要があり、これは One Data 

Initiative に関する 2019 年の大統領規則番号 39 でも義務付けられている。 

 

戦略目的（4） ポータル自体を構築する。これはインドネシア政府が国家中開発計画

2020-2024」の5年間で構築し、国民がデジタルガバンメントを認識し、オンラインで評価で

きるようにするために機能する 

https://www.jastpro.org/topics/pdf/20121129_ASW_Presentation.pdf
https://www.mlit.go.jp/common/001274279.pdf
https://www.jetro.go.jp/biznews/2020/09/9ce0000050e711d1.html
https://govinsider.asia/inclusive-gov/indonesia-digital-government-bappenas-joko-widodo/
https://www.slideshare.net/ssuserdf3d4f/comparative-egovernment-in-indonesia-and-malaysia-utilization-of-government-online-services
https://www.gov.uk/
https://govinsider.asia/inclusive-gov/indonesia-digital-government-bappenas-joko-widodo/
https://www.researchgate.net/publication/329839448_E-Government_Evaluation_on_Electronic_Procurement_Service_LPSE_User_Perspective
https://www.researchgate.net/publication/320074100_Citizens'_Aspirations_and_Complaints_Online_System_LAPOR_in_Indonesia_Making_Citizens_Happy
https://setkab.go.id/wp-content/uploads/2019/07/Satu-Data-1.jpg
https://setkab.go.id/wp-content/uploads/2019/07/Satu-Data-1.jpg
https://jdih.setkab.go.id/PUUdoc/175612/Perpres%20Nomor%2095%20Tahun%202018.pdf
https://www.adb.org/sites/default/files/institutional-document/640096/cps-ino-2020-2024.pdf
https://www.adb.org/sites/default/files/institutional-document/640096/cps-ino-2020-2024.pdf
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戦略目的（5） オンラインサービス（e-services）の統合は、ワンストップ統合サービス

（PTSP）や公共サービスホール（MPP）などのオフライン（物理的）サービスの統合を強化

する。関係者が合意した政策や戦略を持つことができれば、市民がいつでもどこでも評価

できる電子サービスの全国ポータルを 2025 年までに実現するという目標を達成すること

が出来る 

 

2）戦略 2： デジタルガバンメント体制づくりの評価 

World Economic Forum’s global competitiveness index のインドネシアの順位は、2019 年に 5 ラン

ク下がって 141 経済国中 50 位となり、シンガポールが米国を抜いて世界で最も競争力のある国と

なった。東南アジア最大の経済大国であるインドネシアは、「実現可能な環境」、「人的資本」、「市

場」、「イノベーション・エコシステム」などの変数でパフォーマンスが停滞したことなどにより、競争

力のパフォーマンスが 100 点満点中 65 点となり、前年から 0.3 ポイント低下した。ASEAN 内では、

シンガポール[1 位]、マレーシア[27 位]、タイ[40 位]に次いで 4 位である。 

 

3）戦略 3： オープンデータの活用を図る  （2018-2020） 

インドネシア・オープンガバメント・パートナーシップ国家行動計画 2018-2020」この計画は

国家中期開発計画（RPJMN）2015-2019 で義務付けられている。この計画では「清潔で、

効果的で、民主的で、信頼できるガバナンスの構築」という優先課題を設定している。具

体的には、「政府のパフォーマンスの透明性と説明責任の構築」というサブアジェンダで、

以下の 3 つの主要戦略を掲げている。 

 

（1）管理システムを改善し、統合された、信頼できる、アクセス可能な政府機関のパフォー

マンスをレポートする 

（2）電子政府の適用により、政府のビジネスプロセスと適度な効率性、透明性、統合され

た開発をサポートする 

（3）オープンガバメントの適用により、公共政策の立案において、オープンで参加型の説

明責任のある政府の実現を支援し、国や政府の実施状況を監督する 

 

インドネシア・オープンガバメント・パートナーシップ国家行動計画 2018-2020」は、長いプ

ロセスを経て「村」「健康」「教育」「貧困」「経済」の各分野を目指すグランドチャレンジを策

定することからスタートする。政府の観点から見ると、このグランドチャレンジは、政府の

年次作業計画（RKP）文書、大統領の優先プログラム、持続可能な開発目標（SDGs）文書

に沿って策定され、6 つの分野に適応されている。 

①国民参加、②行政改革、③公開情報へのアクセス、④データ管理、⑤公共サービスの

イノベーション、一般の人々の視点を得るために、インプット、提案、批評を参考にしてグ

ランドチャレンジを策定し、ＬＡＰＯＲポータルとモニタリングメディアに投稿する。現在の国

家アクションプランは、官民双方の優先課題を組み合わせ、グランドチャレンジの同期化

の結果、より具体的な課題をカバーする最終文書となっている。このアクションプランでは、

国レベルの具体的な問題を捉えるだけでなく、グローバルな問題を盛り込むことにも力を

入れている。 

 

4）戦略 4： データのＡＩ利用 （2020-2045） 

Aug 21, 2020 

http://repository.ut.ac.id/7966/
http://repository.ut.ac.id/7966/
https://bckudus.beacukai.go.id/2020/07/24/mpp-jepara-dibuka-guna-dukung-usaha/
https://www.thejakartapost.com/news/2019/10/09/indonesias-competitiveness-ranking-drops-5-spots-as-singapore-tops-list-wef.html
https://www.opengovpartnership.org/documents/indonesia-action-plan-2018-2020/
https://www.opengovpartnership.org/documents/indonesia-action-plan-2018-2020/
https://www.bi.go.id/en/iru/economic-policies/Documents/02d8cc65c9b445f093fc41585c47bd8aGovernmentAnnualWorkPlanfor2008.pdf
https://www.bi.go.id/en/iru/economic-policies/Documents/02d8cc65c9b445f093fc41585c47bd8aGovernmentAnnualWorkPlanfor2008.pdf
https://en.antaranews.com/news/135028/president-jokowi-sets-five-priorities-for-his-second-term
https://www.id.undp.org/content/indonesia/en/home/sustainable-development-goals.html
https://www.researchgate.net/publication/320074100_Citizens'_Aspirations_and_Complaints_Online_System_LAPOR_in_Indonesia_Making_Citizens_Happy
https://www.opengovpartnership.org/documents/indonesia-action-plan-2018-2020/
https://www.opengovpartnership.org/documents/indonesia-action-plan-2018-2020/
https://www.opengovpartnership.org/documents/indonesia-action-plan-2018-2020/
https://medium.com/@asiaainews/indonesia-national-ai-strategy-published-this-month-6eaeb3d76224?source=post_page-----6eaeb3d76224--------------------------------
https://medium.com/@asiaainews/indonesia-national-ai-strategy-published-this-month-6eaeb3d76224?source=post_page-----6eaeb3d76224--------------------------------
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世界で最も急成長している地域の一つとしてよく知られている東南アジアは、ここ数年で

人工知能（AI）のルネッサンスのようなものを受けている。その急速なデジタル成長に伴い、

最も先進的な東南アジア諸国のいくつかは、インダストリー4.0 経済への発展をますます

視野に入れながら、AI アプリケーションの採用を加速させている。 

インドネシアの AI 国家戦略（Stranas KA (Strategi Nasional Kecerdasan Artifisial)）は、国

の多くのデジタルイニシアチブを結びつけることを目的としており、国の広範な経済、社会、

ガバナンス、技術開発戦略である Visi Indonesia 2045 と密接に対応している。国家人工

知能戦略フレームワークは、これらの異なる目標がどのように保持されているかを一目で

理解できるようになっている。 

 

 
   図 2 国家 AI 戦略枠組み 

 

次の5つのシステム、1）医療サービス、2）行政改革、3）教育・研究（遠隔教育）、4）食料

安全保障、5）モビリテイとスマートシテイを構築する。そして実行のための重点分野は

以下の 3 項目である。 

（1）倫理と政策 

（2）技能教育 

（3）インフラとデータ構築 

インドネシアは、すでに東南アジアで最も人工知能に投資している国の一つであり、IDC

の 2018 年 Asia-Pacific Enterprise Cognitive/AI survey では、同国の大企業の 25%が

AI システムを導入していることが判明している（タイ 17%、シンガポール 10%、マレーシア

8%）。スマートシテイは大統領が Borneo 島に新しい首都 new capital を建設すると発表

している。この戦略は研究・技術省の Agency for the Assessment and Application of 

Technology（BPPT）が担当した。 

 

5） 戦略 5： ＡＩとの共生体制作り-いつでも、どこでも、リアルタイム  

5G 戦略（2020-2024） 

Prepare Spectrum Allocation, Kominfo Will Chase 5G In 2024 

通信・情報科学大臣（KemKominfo）は、現在、政府が 5G 周波数帯の割り当て構想を加速

させるために取り組んでいると述べた。これは、2024 年に 4G と 5G の両方のブロードバン

ドセルラーネットワークのために、2,047MHz の周波数スペクトルのニーズを満たすために

行った。5G ネットワークは、インドネシア社会のコネクティビティに幅広い影響を与えるゲ

ームチェンジャーになると考えている。そして、デジタルトランスフォーメーション（DX）のバ

ックボーンになり、経済成長の主な原動力になると考えている。同氏が追加した、カバレッ

ジ層（1GHz 以下）の既存および新規候補バンドには、700/800/900MHz が含まれている。

2020 年は、5G ネットワークと 3.5GHz 帯で使用される固定衛星サービス（FSS）との共存の

https://ai-innovation.id/
https://en.wikipedia.org/wiki/Vision_of_Indonesia_2045
https://ampmedia.jp/2018/09/09/food-security/#:~:text=%E3%81%9D%E3%81%93%E3%81%A7%E3%81%AF%E3%80%8C%E3%83%95%E3%83%BC%E3%83%89%E3%83%BB%E3%82%BB%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%83%AA%E3%83%86%E3%82%A3%E3%80%8D,%E5%AE%89%E5%AE%9A%E6%80%A7%EF%BC%88stability%EF%BC%89%E3%80%8D%E3%80%82
https://ampmedia.jp/2018/09/09/food-security/#:~:text=%E3%81%9D%E3%81%93%E3%81%A7%E3%81%AF%E3%80%8C%E3%83%95%E3%83%BC%E3%83%89%E3%83%BB%E3%82%BB%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%83%AA%E3%83%86%E3%82%A3%E3%80%8D,%E5%AE%89%E5%AE%9A%E6%80%A7%EF%BC%88stability%EF%BC%89%E3%80%8D%E3%80%82
https://ideasforgood.jp/glossary/mobility-as-a-service/
https://www.idc.com/ap/pulse/2018-november
https://www.thejakartapost.com/news/2019/12/23/nagara-rimba-nusa-announced-as-winner-of-new-capital-city-design-contest.html
https://www.bppt.go.id/
https://www.bppt.go.id/
https://voi.id/en/lifestyle/22703/siapkan-alokasi-spektrum-kominfo-bakal-kejar-5g-di-2024
https://astamuse.com/ja/keyword/10292377
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可能性を探るために、11 回目の試験を実施した。また、光ファイバーケーブルに次ぐ第 2

の選択肢として、マイクロ波回線を最適に活用しようとしている。5G ネットワークの導入に

向けた取り組みは、特に 5G スモールセルの高密度化と洗練されたデジタルエコシステム

の提供のために、多額の資本支出が必要になるので、最初の 5G の導入は、新首都にな

るであろう。政府はこれまでに 34 万 8,000km 以上の陸上および海底の光ファイバーケー

ブルを建設した。これには 12,000km 以上の全国光ファイバー基幹ネットワーク Palapa 

Ring BAKTI Kominfo を含む。 

・日本の 5G の取り組み 総合通信基盤局  

電波部移動通信課 5G roadmap YouTube 

 

6） 戦略 6： Covid-19 対応（2020- ） 

Covid-19 デジタル Society の形成 

2020 年初頭、COVID-19 は世界的な健康上の緊急事態を急速に拡大し、WHO は 2020

年 1 月 30 日に国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態（PHEIC）、3 月 11 日にはパン

デミック（大流行）と宣言した。インドネシア政府は、世界保健機関やパートナーの支援を

受けて、COVID-19の出現が認識され、2020年3月にインドネシアで最初の症例が確認さ

れた時から現在に至るまで、その脅威に対応してきた。COVID-19 パンデミックは長期化

しており、人の健康や医療サービスの提供に対する直接的・間接的なリスクが続いている

ため、インドネシア政府と対応するパートナーは、継続的に協力して対応を強化している。

インドネシアは、2020 年 4 月に最初の COVID-19 保健運用計画を策定し、この計画は 2

度にわたって地方の保健所を通じて全国に普及した。また、各オフィスでは、サービスエリ

アに合わせて運用計画を作成することが奨励されている。インドネシア政府の COVID-19

運用計画は、COVID-19 の準備と対応ための 9 つの主要な柱に沿って設定されている。 

1. コマンド＆コーディネーションの実施  

2. リスクコミュニケーションとコミュニティへの参加  

3. 監視の実施  

4. 研究室  

5. 症例管理  

6. 大規模な社会的制限を含む、感染予防と管理  

7. 旅行者の入国地と海外旅行の管理 

8. ロジスティクスとオペレーションサポート支援 

9. 重要なサービスの継続  

本書は、COVID-19 への対応に関するインドネシアの状況を概観し、9 つの柱のそれぞれ

について、業務対応計画の主要な活動の概要を説明している。 

Society 5.0 へ 

http://www.thr.mlit.go.jp/yamagata/river/enc/words/07ma/ma-003.html
https://kominfo.go.id/content/detail/16080/dirut-bakti-palapa-ring-timur-siap-beroperasi-juli-2019/0/berita_satker
https://kominfo.go.id/content/detail/16080/dirut-bakti-palapa-ring-timur-siap-beroperasi-juli-2019/0/berita_satker
https://www.soumu.go.jp/main_content/000593247.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=EVmOr6jcg0U
https://www.weforum.org/agenda/2020/07/estonia-advanced-digital-society-here-s-how-that-helped-it-during-covid-19/
https://japan-who.or.jp/about-us/notice/public-health-emergency-of-international-concern/
https://www.bbc.com/japanese/video-51903496
https://www.bbc.com/japanese/video-51903496
https://kiyoshikurokawa.com/jp/2021/03/how-japan-responded-to-the-covid-19-pandemic.html
https://cdn.who.int/media/docs/default-source/searo/indonesia/operational-response-plan-partner-summary_v2.pdf?sfvrsn=b4a06ec5_5&download=true
https://cdn.who.int/media/docs/default-source/searo/indonesia/operational-response-plan-partner-summary_v2.pdf?sfvrsn=b4a06ec5_5&download=true
https://cdn.who.int/media/docs/default-source/searo/indonesia/operational-response-plan-partner-summary_v2.pdf?sfvrsn=b4a06ec5_5&download=true
https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/

